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第４期緑区地域福祉保健計画「みどりのわ・ささえ愛プラン」は、

各地区の特徴を踏まえた「地区別計画」、区役所・区社会福祉協議会・

地域ケアプラザ等が地域と協働し取り組む「区域計画」で構成されて

います。 

地域の課題解決に向け、区民・事業者・行政が協働して計画を推進

していますが、その概要を年度毎に「推進状況報告書」としてまとめ、

冊子を発行しています。 

第４期緑区地域福祉保健計画 

「みどりのわ・ささえ愛プラン」 

推進状況報告書 
 

● 「第１章 計画の概要」をご参照ください 

  緑区の地域福祉保健計画の経過や計画の内容、特徴などを紹介してい

ます。 

 

● 「第 2 章 地区別計画」をご参照ください 

  区内 11 地区それぞれの概況や人口データ、地区の取組などをまとめ

ています。 

自分の住んでいる地域の取組を知りたい！ 

 
 

計画の概要を知りたい！ 

 
 

緑区全体の取組や推進状況について知りたい！ 

 

 

 

● 「第 3 章 区域計画」をご参照ください 

  「地区別計画」における各地区共通の課題に対応する「重点項目 A」

と、区域での課題に対応する「重点取組 B」の主な取組などを紹介し

ています。 

● 「参考」ページに地域ケアプラザの一覧を載せています。 

  福祉や保健に関することや、地域活動に関する情報提供などをして

いる身近な施設としてご活用ください。 

他にどんな情報が載っていますか? 
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第１章 計画の概要 

第１章 計画の概要 
 

 

 

地域福祉保健計画は、誰もが身近な地域で安心して暮らせるまちをつくるため、地域の福祉保健を推

進するための基本理念や課題を明らかにし、課題解決に向け、市民・事業者・行政が協働で取り組む計

画で、社会福祉法第 107 条に基づきます。横浜市には、市全体の計画である市地域福祉保健計画（以

下、「市計画」という。）と、区ごとに策定する区地域福祉保健計画（以下、「区計画」という。）があり

ます。 

また、地域福祉の推進を目指し、地域住民・福祉保健等の関係団体や事業者等が地域で主体的に進め

ていく計画として、社会福祉協議会が策定する地域福祉活動計画があります。 

それぞれの計画は相互に補完・連携し、役割分担をしていくものであることから、横浜市では、わか

りやすい計画となるよう策定のプロセスを共有し、整合性のとれた一つの計画として一体的に策定して

います。これにより、行政や市民、地域福祉活動団体、ボランティア、事業所など、地域に関わる人々

にとって、より協働しやすく、より実効性のある計画となっています。 

緑区でも、第１期から緑区地域福祉保健計画と緑区地域福祉活動計画を一体的に策定しています。 

 

 

 

（1） 第１期計画（平成 18～22 年度） 

緑区では、平成 16 年度策定の市計画を受け、「みどりのわ・ささえ愛プラ 

ン」の第１期計画を平成 18 年１月に策定しました。 

策定にあたっては、平成 16 年度からの２年間で、11 地区連合自治会単位 

で開催した地区別意見交換会や分野別・団体別インタビュー、区民アンケート 

を実施し、そこで出された意見を、「つながり」「人材・担い手」「機会・場」 

「情報」「安心・安全・健康」の５つのキーワードに分類し、各団体の代表者 

や公募委員、学識経験者で構成する策定委員会で検討を行いました。 

それを踏まえて、計画の基本理念と、上記のキーワードを核とした５つの基 

本目標等で構成する、第１期計画を策定しました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基 本 理 念 誰もが安心して暮らし続けられる緑区をめざして 

～一人ひとりが主役・共に支えあうまちづくり～ 

基本目標１ 地域での「つながり」を大切にするまちづくり（キーワード：つながり） 

基本目標２ 「一人ひとりの力」が発揮できるまちづくり（キーワード：人材・担い手） 

基本目標３ みんなが活動できる「機会・場」のあるまちづくり（キーワード：機会・場） 

基本目標４ 必要な「情報」が入手しやすいまちづくり（キーワード：情報） 

基本目標５ 「安心・安全・健康」のまちづくり（キーワード：安心・安全・健康） 

●第１期計画の基本理念と基本目標 

２ 緑区の地域福祉保健計画 

１ 地域福祉保健計画とは 
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第１章 計画の概要 

※下線部分について第 1 期計画より変更 

（2）第２期計画（平成 23〜27 年度） 

第１期計画の振返り等を踏まえ、第２期計画は、区内 11 地区の実情や地域 

の特色を生かし、区民と協働で策定する「地区別計画」と、区役所（以下、「区」 

という。）・区社会福祉協議会（以下、「区社協」という。）・地域ケアプラザ等が 

地域と協働し、緑区全体で取り組む「区計画」とで構成することとしました。 

この第２期計画は、日常生活に関連した課題などに対する地域の取組計画を 

まとめた「地区別計画」と、地域を越える課題や地域だけでは対応しにくい課 

題、区全体で共通の課題、地域の取組を支援する計画などをまとめた「区計画」 

を互いに連動して進めていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）第３期計画（平成 28〜令和２年度） 

   第２期計画の基本目標が「地区別計画」と「区計画」の両者にかかるもの 

として策定されたことを引き継いで、第３期計画においては、計画全般を 

「全体計画」、区計画を「区域計画」とし、「地区別計画」も含め構成の見直 

しを行いました。 

また、第３期計画をより実践的な計画とすることを目指し、「区民アンケー 

ト」や「分野別・団体別グループインタビュー」を踏まえて、重点的な課題 

を抽出し、そのテーマに沿った「重点テーマ」（※）等を設けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （※）第３期計画 区域計画「重点テーマ」 

①日常的な見守り体制づくりに関する取組 ②認知症に関する取組 

③障がい児・者に関する取組       ④子ども・子育てに関する取組 

⑤災害時に支援が必要な方への取組    ⑥健康づくりに関する取組 

基 本 理 念 誰もが安心して暮らし続けられる緑区をめざして 

～一人ひとりが主役・共に支えあう つながりのあるまちづくり～ 

基本目標１ 地域での「つながり」のあるまちづくり     （キーワード：つながり） 

基本目標２ 「一人ひとりの力」が発揮できるまちづくり   （キーワード：人材・担い手） 

基本目標３ みんなが活動できる「機会・場」のあるまちづくり（キーワード：機会・場） 

基本目標４ 必要な「情報」が入手しやすいまちづくり    （キーワード：情報） 

基本目標５ 「安全・安心・健康」のまちづくり       （キーワード：安全・安心・健康） 

基 本 理 念 誰もが安心して暮らし続けられる緑区をめざして 

～一人ひとりが主役・共に支えあう つながりのあるまちづくり～ 

基本目標１ 地域での「つながり」のあるまちづくり（キーワード：つながり） 

基本目標２ 「一人ひとりの力」が発揮できるまちづくり（キーワード：人材・担い手） 

基本目標３ みんなが活動できる「機会・場」のあるまちづくり（キーワード：機会・場） 

基本目標４ 必要な「情報」が入手しやすいまちづくり（キーワード：情報） 

基本目標５ 「安全・安心・健康」のまちづくり（キーワード：安全・安心・健康） 

●第２期計画の基本理念と基本目標 

第３期計画（平成 28 年度～令和２年度）の基本理念と基本目標 
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第１章 計画の概要 

（４）緑区地域福祉保健計画「みどりのわ・ささえ愛プラン」推進策定委員会について 

計画は、区民、事業者・団体、行政が協働で取り組むものであり、「区民全体で取り組む計画」となるよ

う目指しています。本委員会は、学識経験者や自治会、地区社会福祉協議会（以下、「地区社協」という。）、

福祉保健活動団体などの代表者で構成しており、計画の方針や「区域計画」の推進状況の把握などについて

意見交換しています。 

なお、本委員会の運営は、区福祉保健課と区社協を中心に、地域ケアプラザや区役所他課等と連携して行

っています。 

 

 

 

（１）第４期計画の検討にあたって  

ア 第３期計画の振返り 

第 3 期計画（２ページ参照）では、「みどりのわ・ささえ愛プラン」の基本理念である「共に支えあう つ

ながりのあるまちづくり」の実現に向けて、区民、地域、行政が協働で地域課題に対する取組を進めました。 

 

（ア）成果 

   第２期計画から継続し、地域の状況に応じた住民主体の活動・取組が着実に進められています。また、

第３期計画において新たに始められた活動・取組もあります。地域支援の体制づくりを一層進め、「地区別

計画」の取組に関して、推進状況報告書の作成や区社会福祉大会第二部の開催、本計画の啓発動画作成・

公開等を通じて、情報提供やノウハウを区全体に共有しました。 

また、「区域計画」では、各分野で制度・取組の対象や内容が拡充され、それに伴い、支援機関の参加す

る連絡会議等を通じて、ネットワーク構築が進みました。 

 

（イ）第４期計画に引き継がれる課題 

第３期計画を振り返り、「地区別計画」については、より住民に身近な地域での取組を推進し、地域福祉

保健の取組の充実に向けた支援の基盤づくりをさらに推進することが必要です。地域活動の担い手や活動

の機会・場の確保、活動団体間のネットワーク強化などにより、活動がより充実できるよう取り組むこと

が求められています。 

そして、「区域計画」については、多様化する福祉ニーズに対応できるよう支援者のネットワークの構築・

強化がより一層必要となっています。併せて、各種制度活用の啓発等、支援に関する情報をより多くの区

民に届ける取組が必要です。 

また、計画全体として、これまで区や区社協、地域ケアプラザ、各種活動団体が実施している取組等に

ついて、より幅広い課題に対応できるように進めていくために、企業や社会福祉法人、NPO 法人等の多様

な主体と一層連携・協働していくことが必要です。 

 

イ 国の考え方 

   少子高齢化や人口減少の進展、世帯の小規模化、住民同士のつながりの希薄化、非正規雇用の拡大等、

私たちを取り巻く社会の状況は大きく変化しています。同時に「社会的孤立」や介護と育児の問題を同時

に抱える等の「複合的な課題」、既存の支援制度では対応が難しい「制度の狭間の問題」が増えています。 

こうした中で、これまで対象ごとに整備が進められてきた公的支援について、今後、様々な課題に包括

的に対応していくことが求められています。また、改めて地域を基盤にした支え合いが注目され、福祉保

健分野を問わず、様々な主体が協力して課題を解決する力を高めていくことが必要とされています。 

３ 第４期緑区地域福祉保健計画の策定にあたって 
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第１章 計画の概要 

国では、このような状況を踏まえ「地域共生社会の実現」を目標に掲げ、社会福祉制度の改革へ向けた

様々な検討が進められています。 

 

ウ 第４期市計画の考え方 

   第４期市計画は、第３期市計画から引き続き、分野横断的に設定している３つの柱をもとに推進するこ

ととされています。 

    

 

 

エ 構成の変更について 

   第３期計画では、「区域計画」については、分野別・対象者別に設定した６つの「重点テーマ」をもとに

構成して推進してきました。 

一方、平成 29 年に国から考え方が示された「地域共生社会」づくりに向けて、社会福祉法では、「市町

村による地域住民と行政等の協働による包括的支援体制づくり」や「福祉分野の共通事項を記載した地域

福祉計画策定の努力義務化」等について規定されています。 

そこで、国の考え方や、第４期市計画を踏まえ、第４期計画については、「区域計画」を「分野別・対象

者別の構成」ではなく、「分野横断的な構成」とします。 

また、第４期計画が目指すもの（目標）を明確化するため、「目標」と名の付くものについては基本理念

に併記する「全体目標（目指す姿）」のみとすることで体系的に簡明化します。 

 

 

（２）第４期計画について 

ア 計画期間 

   令和３年度から令和７年度までとします。 

 
 
 

＜出典＞第４期横浜市地域福祉保健計画 
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第１章 計画の概要 

イ 体系図 
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第１章 計画の概要 

 

（ア）基本理念及びその考え方 

基本理念「誰もが安心して暮らし続けられる緑区をめざして」は、全体目標（目指す姿） 

「一人ひとりが主役・共に支えあう つながりのあるまちづくり」とともに計画全体の総 

合的な指針として、第３期計画のものを継承することとしました。 

区民の誰もが、年齢を重ねても、障害があっても、身近な地域で安心して暮らし続けら 

れるまちづくりの実現を目指していくことが必要です。区民一人ひとりが、自分の持つ力 

を十分に発揮し、心豊かに充実した生活を送ることができるよう、区民、団体、事業者等 

が協働で、共に支え合い、区民同士のつながりのあるまちづくりを進めていきます。 

 

（イ）地区別計画と区域計画の関連性 

第３期計画と同様に、基本理念の実現を目指して、「地区別計画」及び「区域計画」を 

推進します。「地区別計画」については、各地区の特性に合わせた重点取組や具体的な活 

動を掲載しています。 

一方、「区域計画」の重点項目については、各地区共通の課題解決のための重点項目と 

しての「地区別計画を支える取組」と、区域の課題解決のための重点項目としての「区域 

全体での取組」の２つの性格のものを掲載しています。 

なお、第４期計画では「地区別計画」と「区域計画」の関わりをより強調することによ 

り、各地区共通で挙げられている課題の解決のために「区域計画」が支援することを明確 

化する構成としました。 

 
（ウ）推進の視点及びその考え方 

   第４期計画を推進するにあたって３つの必要な視点を示しています。 

推進の視点１ 地域福祉保健を推進するために必要な意識の醸成・推進体制づくり 

  ⇒地域福祉保健を推進していくためには、すべての人が支え合いの意識を持って取り組んでいくことが

大切です。活動や取組を進めていく担い手・支え手の体制や、区・区社協・地域ケアプラザ等関係機

関による活動支援体制を整えていくことが重要です。 

 

   推進の視点２ 支援が必要な人を発見・支えるとともに、困った時には自ら発信することができる仕組みづくり 

  ⇒支援を必要とする人には、日頃から地域コミュニティとつながりのある人だけでなく、つながりのな

い人もいるため、情報をあらゆる機会で多様な手段を用いて発信し届けることが必要です。また、地

域全体で様々な活動が行われ、支援を必要とする区民が地域コミュニティとつながる機会を持ち、日

頃からの見守りの仕組みづくりを進めることが必要です。 

 

   推進の視点３ 企業・社会福祉法人・ＮＰＯ法人等、多様な主体との連携・協働による地域福祉の推進 

  ⇒既存の団体等だけで取り組めることには、限りがあります。地域福祉保健の取組をより進めていくた

めには、企業・社会福祉法人・NPO 法人などの多様な主体と連携・協働することも必要です。様々

な主体が関わることで、既存の取組の充実や課題への新しいアプローチなどが期待できます。 
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第１章 計画の概要 

ウ 新型コロナウイルス感染症を受けて 

新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、令和２年５月に国から「新しい生活様式」の実践例が示されま

した。感染症拡大予防のために、飛沫感染や接触感染、さらには近距離での会話への対策を実践していく

必要があります。 

地域活動の場面においても、「３つの密（密集・密接・密閉）を避けること」、「マスク・換気・消毒な

どを心がけること」、「身体的距離をとること」などに留意することが必要となり、これまでの活動形態の

見直しが必要となっています。その結果として、「活動の継続ができたとしても縮小している」状況や、「活

動を休止・中止をせざるを得ない」状況も生じています。 

新たな地域活動のスタイルを模索し、様々な工夫をしながら、お互いの心の距離やつながりを保てるよ

うにしていく必要があります。 
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第２章 地区別計画 

第２章 地区別計画 

 

（１）地区別計画とは

区内の 11 連合自治会・地区社協単位で開催される「地区別計画推進策定委員会」（以下、「地区別委員

会」という。）が中心となって、各地区の特徴を生かした地区別計画を策定しています。 

地区別計画に掲げられた目指したいまちのすがた・スローガンの実現を目指し、地区別委員会が中心と

なり、地域課題の解決に向けた取組を行うとともに、地域福祉保健の推進に係る各種の情報の共有・意見

交換や振返りを行っています。 

（２）地区別計画の推進及び策定の主体

ア 地区別計画推進策定委員会について

地区別委員会は、地区連合自治会、地区

社協、地区民生委員児童委員協議会など様 

々な地域の活動団体の代表者などで構成さ 

れています。 

すでに地域では、自治会活動を中心に様 

々な活動が行われており、担い手の確保や 

世代間交流などの共通課題を解決するとともに、地域活動を継続し、団体間の連携をより強化すること

などが求められています。 

地区別委員会では、そうした地域課題の解決に向けた取組を行うとともに、地区別計画の推進に向け

た各種情報共有や意見交換等を行います。 

イ 地区別計画支援チームについて

緑区では、地区別計画の推進に向けて、地域住民が主体となって推進していけるよう、区・区社協・

地域ケアプラザ等の職員で構成する「地区別計画支援チーム」が引き続き各地区を支援します。「地区別

計画支援チーム会議」を開催し、チームメンバーが日常業務の中で把握した地域の情報や課題などを共

有し、解決策や取組について検討しています。 

ウ 地区別計画推進策定委員会連絡会の開催

地区別委員会の委員長、地区別計画支援チームのチームリーダーなどが参加する「地区別計画推進策

定委員会連絡会」（以下、「連絡会」という。）を開催し、地区別委員会の開催状況やスケジュールの共有、

各地区の取組内容などの情報交換・意見交換などを行います。 

（３）地区別計画の振返り方法

地区別委員会の議論の内容をまとめた「地区別計画推進策定委員会通信」を、各地区年２回程度発行し、

自治会回覧等を行っています。これらの通信等をまとめ、各年度の「推進状況報告書」を作成し、地区別

計画の推進状況についてまとめて、翌年度の各地区別委員会における振返りに活用しています。また、連

絡会において、各地区の取組状況について情報共有を行います。 

 なお、計画推進期間の３～４年目（令和５～６年度）には次期計画策定の素地となる中間振返りを行う

予定です。 

●「地区別計画」の推進について
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第２章 地区別計画 



          第４期緑区地域福祉保健計画「みどりのわ・ささえ愛プラン」令和３年度推進状況報告書第２章 地区別計画 

＜令和３年度 地区別計画推進策定委員会 開催状況＞ 

地区名 委員数 回数 開催日 地区別委員会での主な意見交換テーマ・概要 

東本郷 40 人 ２ 
6/30  

12/11 

第１回 第４期地区別計画策定に向けた、素案についての意見交換 

第２回 第４期地区別計画の策定、地区別計画リーフレット（啓発用）の作成について 

鴨居 25 人 ２ 
6/26  

12/10 

第１回 第４期地区別計画策定に向けた、素案についての意見交換 

第２回 第４期地区別計画の策定、地区別計画リーフレット（啓発用）の作成について 

竹山 24 人 ２ 
7/31 

12/3 

第１回 第４期地区別計画策定に向けた、素案についての意見交換 
第２回 第４期地区別計画の策定、地区別計画リーフレット（啓発用）の作成について 

白山 34 人 12 

原則 
毎月 
第 4 

土曜日 

第２回 第４期地区別計画策定に向けた、素案についての意見交換 
第６回 第４期地区別計画の策定、地区別計画リーフレット（啓発用）の作成について 

新治 

中部 
39 人 ２ 

7/14  

11/30 

第１回 第４期地区別計画策定に向けた、素案についての意見交換 

防犯・防災キャッチフレーズの取組等 
第２回 第４期地区別計画の策定、地区別計画リーフレット（啓発用）の作成について 

防犯・防災キャッチフレーズの取組等 

三保 34 人 ２ 
7/31 

12/4 

第１回 第４期地区別計画策定に向けた、素案についての意見交換 

「見守り・居場所づくり検討委員会」の取組報告 
第２回 第４期地区別計画の策定、地区別計画リーフレット（啓発用）の作成について 

「見守り・居場所づくり検討委員会」の取組報告 

山下 24 人 ２ 
7/21 

12/8 

第１回 第４期地区別計画策定に向けた、素案についての意見交換 

第２回 第４期地区別計画の策定、地区別計画リーフレット（啓発用）の作成について 

新治 

西部 
31 人 ２ 

6/10 

11/24 

第１回 第４期地区別計画策定に向けた、素案についての意見交換 

第２回 第４期地区別計画の策定、地区別計画リーフレット（啓発用）の作成について 

十日市場

団地 
32 人 ２ 

7/30  

11/26 

第１回 第４期地区別計画策定に向けた、素案についての意見交換 

第２回 第４期地区別計画の策定、地区別計画リーフレット（啓発用）の作成について 

霧が丘 31 人 ２ 
7/24 

11/27 

第１回 第４期地区別計画策定に向けた、素案についての意見交換 

第２回 第４期地区別計画の策定、地区別計画リーフレット（啓発用）の作成について 

長津田 14 人 ２ 
7/10 

11/27  

第１回 第４期地区別計画策定に向けた、素案についての意見交換 
第２回 第４期地区別計画の策定、地区別計画リーフレット（啓発用）の作成について 

合計 328 人 32 

●令和３年度 地区別計画推進状況

11
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第２章 地区別計画 

東本郷地区別計画推進策定委員会

 

コロナの感染対策防止の中、積極的な活動を実施することが難しいところがありましたが、ラジオ体

操をはじめとする屋外での活動や見守り活動、防災訓練などは継続し実施することができました。また、

地域全体の行事として「どんど焼き」を実施、ともに無病息災を願うことができました。 

また、地区別計画推進のための３つの委員会をそれぞれ２か月に１度の頻度で開催しました。 

子育て支援委員会では朝食支援や居場所づくりなどの検討を行い、１２月には朝食支援の試行を行い

ました。高齢者支援委員会では移動販売や見守り活動などについて検討し、２月からは地区内２か所を

会場に移動販売がスタートしました。健康づくり委員会では健康測定会を１月に実施予定でしたが、感

染拡大の中で中止の判断をせざるをえなかったことは残念でした。 

東本郷１～６丁目、東本郷町 地域 

＜年齢区分別人口＞ 令和３年（2021 年）3 月末

人 口 比

令和３年度の主な取組
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第２章 地区別計画 

東本郷地区別計画推進策定委員会通信 No.19
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第２章 地区別計画 
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第２章 地区別計画 

東本郷地区別計画推進策定委員会通信 No.20
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第２章 地区別計画 

鴨居地区別計画推進策定委員会

 

今年度は計画策定に向け皆で意見交換を行いました。 

コロナ禍が続く中でしたが、活動の一部を紹介します。

【鴨居福祉まつり】 

会場を鴨居小学校から鴨居地域ケアプラザに移し、 

福祉用具の体験やパネル展示、郷土芸能、小物販売など 

規模を縮小し感染予防に留意して実施しました。 

【鴨居どんど焼き】 

コロナ終息の願いを込め、

お餅の配布は無しで実施しました。 

鴨居１～７丁目、鴨居町 地域 

＜年齢区分別人口＞ 令和３年（2021 年）3 月末

人 口 比

令和３年度の主な取組
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第２章 地区別計画 



       第４緑区地域福祉保健計画「みどりのわ・ささえ愛プラン」令和３年度推進状況報告書

19 

第２章 地区別計画 

鴨居地区別計画推進策定委員会通信 No.19
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第２章 地区別計画 
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第２章 地区別計画 

鴨居地区別計画推進策定委員会通信 No.20
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第２章 地区別計画 

竹山地区別計画推進策定委員会

 

 

 

今年度は計画策定に向け皆で意見交換を行いました。 

コロナ禍が続く中でしたが、活動の一部を紹介します。

【竹山文化祭】 

コロナ禍の祈願も込めて、

歴代の広報紙の貼りだしや神奈川大学生とも協働し、 

焼きそば、おでんの持ち帰り販売、スマホ教室を開催 

しました。 

【げんき会】 

コロナ禍のため解散した「寿会」に代わり、

高齢者見守りを何かの形で継続できないかの思いで 

新しいサロンを立ち上げました。

竹山 1～4 丁目 地域 

＜年齢区分別人口＞
令和３年（2021 年）3 月末

人 口 比

令和３年度の主な取組
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第２章 地区別計画 

竹山地区別計画推進策定委員会通信 No.19
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第２章 地区別計画 
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第２章 地区別計画 

竹山地区別計画推進策定委員会通信 No.20
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第２章 地区別計画 

白山地区別計画推進策定委員会

 

今年度は計画策定に向け皆で意見交換を行いました。 

コロナ禍が続く中でしたが、活動の一部を紹介します。

【連合ホームページ開設】 

地域住民皆様に情報が正確かつ、迅速に伝わるよう、 

連合ホームページを開設しました。 

【近隣企業との連携～防災の視点】 

災害や感染に強い街を目指し、 

防災に力を入れ取組んでいます。 

村田製作所と一時避難場所として協定を締結しました。 

＜年齢区分別人口＞
令和３年（2021 年）3 月末

人 口 比

地域 白山１～４丁目 

令和３年度の主な取組
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第２章 地区別計画 

白山地区別計画推進策定委員会通信 No.19
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第２章 地区別計画 
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第２章 地区別計画 

白山地区別計画推進策定委員会通信 No.20
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第２章 地区別計画 

新治中部地区別計画推進策定委員会

 

新治中部地区全体での取り組みは『防犯・防災キャッチフレーズ』です！地域 

の防犯・防災の意識を高めていく取り組みとして、エリア内の小・中学生を対象 

にキャッチフレーズ（小学生（防犯）、中学生（防災））の募集を行っています。 

平成 25 年度から始まり今回で９回目となりますが、昨年よりも 140 件以上も 

多い 569 件の応募がありました。地域のたくさんの人にキャッチフレーズを知っ 

てもらい、防犯・防災を意識してもらうきっかけとなるよう、最優秀作品となっ 

た４つのキャッチフレーズを記載した「のぼり旗」を制作し各自治会館、 

小学校、中学校、ケアプラザなどで掲示しています。 

また、住民同士の顔の見える関係づくりについて、各行事への参加や、 

回覧板を届ける際や日頃の挨拶など、日常生活を通して、緩やかな見守り 

を行っています。 

地域 台村町、森の台、寺山町、中山 1～6丁目、上山 1～3丁目 

＜年齢区分別人口＞
令和３年（2021 年）3 月末

人 口 比

令和３年度の主な取組
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第２章 地区別計画 

新治中部地区別計画推進策定委員会通信 No.20
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第２章 地区別計画 
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第２章 地区別計画 

新治中部地区別計画推進策定委員会通信 No.21
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第２章 地区別計画 

三保地区別計画推進策定委員会

 

地域でのつながりを大切にし、活動を活発にするために「さんさんル 

ーム」等を有効活用し、地域の方が参加しやすい「場」づくりを継続し 

ました。三保地区見守り・居場所づくり検討委員会とさんさんルーム２ 

号館管理運営委員会が中心となり検討を行い、【書道・写真・折り紙・ 

ヨガ】に加え、今年度は【太極拳・空手】のサークルを立ち上げました。

また見守り・支え合いでは、災害時に地域の助け合いが生かされるよ

うに、日頃のあいさつや住民同士の顔の見える関係づくりを大切にし、 

日常の中でゆるやかな見守りができるよう取り組んでいます。その為に、 

自治会の役割を伝え、加入を促進するチラシを作成し、自治会未加入の 

住民に配布しました。 

＜年齢区分別人口＞
令和３年（2021 年）3 月末

人 口 比

三保町 地域 

令和３年度の主な取組
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第２章 地区別計画 
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第２章 地区別計画 

三保地区別計画推進策定委員会通信 No.19
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第２章 地区別計画 

三保地区別計画推進策定委員会通信 No.20
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第２章 地区別計画 

山下地区別計画推進策定委員会

 

令和３年（2021 年）3 月末
＜年齢区分別人口＞

人 口 比

地域 西八朔町、北八朔町、小山町、青砥町 

令和３年度の主な取組

～ふらっとホール～ 

4 月に自治会を越えたみ

んなの居場所！ 

毎週月曜日オープン 

～元気づくりステーション

Mr.クッキング～ 

男性の料理サロン！ 

栄養を考えて献立を考えて

ます！

～山下ボランティア 

センター～

ちょっとした困りごとに 

お手伝いしています！ 
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第２章 地区別計画 

山下地区別計画推進策定委員会通信 No.19
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第２章 地区別計画 
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第２章 地区別計画 

山下地区別計画推進策定委員会通信 No.20
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第２章 地区別計画 

新治西部地区別計画推進策定委員会

 

コロナ禍ではありますが、感染予防を図りながら、食支援やこども村な

どできる活動を継続してまいりました。 

また、地域情報を広く伝える取組として、令和 4 年 3 月には、子供た

ちがいつも感じている町の大好きなあそび場、よく行く楽しい場所、ヒヤ

リとした場所、ハッとした場所、雨や風が強い時は行きたくない所、心に

残った場所をまとめた『新治西部の子供マップ』を作成しました。262

ページにわたり、新治西部の情報が詰まったものになっています。 

十日市場町自治会のホームページ（http://www.tk-jichikai.com） 

にてご覧になれます。ぜひご活用ください。 

令和３年（2021 年）3 月末＜年齢区分別人口＞

人 口 比

地域 新治町、十日市場町、長津田みなみ台 6・7 丁目の一部 

令和３年度の主な取組

http://www.tk-jichikai.com/
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第２章 地区別計画 

新治西部地区別計画推進策定委員会通信 No.19
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第２章 地区別計画 

新治西部地区別計画推進策定委員会通信 No.20
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第２章 地区別計画 

十日市場団地地区別計画推進策定委員会

 

 

十日市場団地地区では、毎年様々なイベントを行っていました。 

しかし、新型コロナウイルスの感染が拡大し、みんなで集う取組は 

縮小傾向に。「それでも出来ることを」とみんなで立ち上がりました。 

例年行っていた餅つき大会は、感染拡大防止を意識して、 

「餅配り
．．

大会」に変更しました。 

今年度からの取組の「もったいない ～
から

ありがとう」は、物を通した 

つながりづくり。「捨てるのはもったいない物」と「ありがとうの気持 

ち」を交換しました。 

コロナ禍だからこそ、今までとは異なるつながり、支えあいの形を

模索しました。 

令和３年（2021 年）3 月末
＜年齢区分別人口＞

人 口 比

地域 十日市場町（十日市場団地地区） 

令和３年度の主な取組
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第２章 地区別計画 

十日市場団地地区別計画推進策定委員会通信 No.19
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第２章 地区別計画 
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第２章 地区別計画 

十日市場団地地区別計画推進策定委員会通信 No.20
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第２章 地区別計画 

霧が丘地区別計画推進策定委員会

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

令和３年（2021 年）3 月末

＜年齢区分別人口＞

人 口 比

地域 霧が丘１～６丁目 

令和３年度の主な取組

霧が丘防災訓練 
霧が丘連合自治会では、毎年夏と冬に霧が丘防災訓練を行っています。 

今年度は毎年行っている『放水訓練』などの他に、コロナ禍においても安全な避難所開設のために『避難

者受付訓練』や『テント設営訓練』及び『停電対策訓練』も行いました。コロナ禍では避難所においても

体調に不安のある方や濃厚接触者のための専用スペースが必要となります。受付訓練では、避難者の状況

に合わせた対応、それぞれのスペースへの誘導方法について訓練を行いました。また、テントの設営方法

についても学び、実際に組み立て、いざという時のための備えを行うことができました。

放水訓練 停電対策訓練 テント設営訓練避難者受付訓練 
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第２章 地区別計画 

霧が丘地区別計画推進策定委員会通信 No.19
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第２章 地区別計画 
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第２章 地区別計画 

霧が丘地区別計画推進策定委員会通信 No.20



62

第２章 地区別計画 

長津田地区別計画推進策定委員会

 

 

◇高齢者向けの生活支援の取組における ICT 活用を進めるために、地域ケアプラザと連携して「ICT 協

議体」を発足しました。その中で検討を進め、自治会向けの、「出前スマホ講座」を実施しました。ま

た地域の新たな「担い手」として、「今からスマホ」というグループが立ち上がりました。

◇買い物が困難になっている方に対して、地域ケアプラザ・区社協・区役所・企業と連携し、３か所で

移動販売を行うことができました。買い物をきっかけに、生活支援の「ボランティアグループ」や「集

いの場」を各自治会と一緒に企画し買い物に必要な支援と近隣住民の交流の場の提供につながりまし

た。

◇向こう三軒両隣ともに支え合うまちづくり運営委員会等の場で、見守り活動や新たな集いの場につい

て検討しました。また見守りささえあいの協力事業者向け研修会や地域向けに配布するリーフレット

を更新しました。

◇昨年に引き続き、食に困っている方に向け、食支援を 12 月に実施しました。地域ケアプラザ・区社

協・区役所などの協力を得ながら、地域が中心になって、「食のお渡し会」の運営をすることができ

ました。

令和３年（2021 年）3 月末

＜年齢区分別人口＞

人 口 比

地域 
 長津田１～７丁目、長津田町、いぶき野、 
長津田みなみ台１～５丁目、６・７丁目の一部 

令和３年度の主な取組
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第２章 地区別計画 

長津田地区別計画推進策定委員会通信 No.18
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第２章 地区別計画 
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第２章 地区別計画 

長津田地区別計画推進策定委員会通信 No.19
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第３章 区域計画 

第 3 章 区域計画 

 

（１）区域計画とは

区域計画は、地区別計画と連携して、各地区が共通で抱える課題の解決や地区の先駆的な取組事例の拡

充を目指します。また、地区単位の日常生活に直結した取組だけでは解決することができない課題、地域

だけでは対応が難しい高度な専門性が必要とされる課題、プライバシー等への配慮から地域だけでは対応

しにくい課題、少数者の抱える課題等に適切に対応することができるよう、区域で充実させる取組等につ

いて定めています。 

第４期の区域計画については、大きく「各地区共通の課題解決のための重点項目（重点項目 A）」と「区

域の課題解決のための重点項目（重点項目 B）」の２つの項目で構成しています。従来の地区別の取組だけ

では表面化しない個別課題の把握や解決に向けた取組を進めるとともに、重層的な地域課題を解決する仕

組みづくりを引き続き進めていきます。 

（２）区域計画の推進及び策定の主体

区域計画の推進にあたっては、区・区社協・地域ケアプラザ等が、地域や関係団体・事業者などと協働

で取り組みます。 

また、策定にあたっては、「みどりのわ・ささえ愛プラン推進策定委員会」（３ページ参照）において委

員からご意見をいただくとともに、区民意見募集を実施し、区民の皆様からも多くのご意見をいただきま

した。 

（３）区域計画の振返り方法

第４期計画を効果的に推進していくために、取組や推進状況を振り返るとともに、区全体で取組状況を

共有し、そのノウハウを伝達する機会を設けることで、取組を広げ、地域での活動がより活発になるよう、

振返りを生かしていきます。 

具体的には、各重点項目の振返りについて、当年度の取組内容や次年度に向けた課題、参考指標等を踏

まえながら年度ごとに実施します。 

なお、計画推進期間の３～４年目（令和５～６年度）には次期計画策定の素地となる中間振返りを行う

予定です。 

●「区域計画」の推進について



68 

第３章 区域計画 



第４期緑区地域福祉保健計画「みどりのわ・ささえ愛プラン」令和３年度推進状況報告書 

69

第３章 区域計画 



第４期緑区地域福祉保健計画「みどりのわ・ささえ愛プラン」令和３年度推進状況報告書 

 

70 
 

第 3 章 区域計画 

令和３年度 区域計画推進状況 
地区別計画を支える取組（重点項目Ａ） 

重点項目Ａ－１ ： 地域活動の担い手・人材の確保及び育成 
＜目指す姿＞ 

多くの住民が自分のできる範囲で地域活動に関わることができる機会が増えています。 
＜今年度の振返り＞ 

（１）地域活動の担い手の発掘・育成・コーディネート 

①地域の人材発掘・育成を目的とした「みどり『ひと・まち』スクール」を実施し、９名が受講。「夢プラン」を提案集まとめ、

７名が修了しました。（区） 

②介護予防活動グループの活動者等を対象に「レクリエーション研修」を実

施しました。初級編・上級編（※）に対象を分けて研修を開催することで、

受講者のニーズに合ったメニューを提供し、支援者のレクリエーション実践

につなげることができました。（区） 

（※）初級編：これからレクリエーションを学びたい方、活動で指導がで  

きるようになりたい方／上級編：昨年度の講座に参加された方、既    

に活動で指導等を行っている方 

③子育て世代や未就学児対象の講座の参加者に個別に声かけし、スマホ講座

の講師サポートや施設内のクリスマス飾りつけなどの活動にコーディネー

トしました。参加者から「隙間時間を活用して、社会とのつながりができ嬉しい」との声をいただきました。（地域ケアプラザ） 

（２）ボランティア登録者の交流支援 

コロナ禍の影響で区域でのボランティア交流会は中止となりましたが、各地域ケアプラザにおいて様々な交流会（※）を行い

ました。（地域ケアプラザ） （※）レコードボランティア交流会、コーヒー・紅茶ボランティア交流会（一部オンラインも活用

して開催）、施設利用登録団体の地域へのメッセージの共有 

（３）地域活動のノウハウに関する情報発信 

コロナ禍で活動するにあたって、活動者の感染拡大予防策について習熟度を高められるよう支援するとともに、活動が停滞す

ることによるフレイルの予防に関する啓発やオンライン活用の提案をしました。（区、地域ケアプラザ） 

（４）地域住民主体の生活支援ボランティア活動の支援 

①各地区のボランティアセンターなどの生活支援ボランティア団体に対して、比較的若い世代の担い手確保を目的とした広報チ

ラシの作成を支援しました。また、役員同士の連絡手段としてスマホ活用を提案し、使い方をレクチャーするなど取り組みまし

た。（区社協、地域ケアプラザ） 

②地区ボランティアセンターのコーディネーター会議にて、子育て世代の利用促進が課題として挙げられたため、「子どもがいる

親にとって何が困ることか」、「どういう依頼ならお願いしやすいか」を協議し、依頼の具体例を示すなどチラシを工夫して作成

しました。（地域ケアプラザ） 

＜次年度以降に向けた課題等＞ 

活動の担い手の高齢化・固定化が課題であるため、新たな担い手の発掘のために、区ボランティアセンターや地域ケアプラザ

のボランティア登録者の交流を図るとともに、幅広くコーディネートに取り組んでいくことも必要です。次年度はコロナ禍で今

年度実施できなかった地域ケアプラザでの「よこはまシニアボランティアポイント登録説明会」、「ボランティア養成やスキルア

ップのための講座」等に力を入れるなど、担い手の発掘・コーディネートに取り組みます。 

＜参考指標＞ 

ボランティア活動登録数 

令和２年度 

882件 

令和３年度 

649件 

▲レクリエーション研修の様子 

●令和３年度 区域計画推進状況 



71 

第 3 章 区域計画 

重点項目Ａ－２ ： 地域活動団体の運営支援 
＜目指す姿＞ 

地域活動の立上げや運営に必要なノウハウが共有され、活動しやすい仕組みや地域活動団体間のネットワー

クが構築されています。

＜今年度の振返り＞ 

（１）地域活動団体の立上げ・運営に関する支援 

①緑区市民活動支援センター「みどりーむ」において、ＩＣＴ機材の整備を行い、コロナ禍でも活動が停滞し

ないよう支援しました。（区） 

②コロナ禍での認知症サポーター養成講座の開催方法や普及啓発活動における工夫点などについてまとめた

認知症キャラバン・メイト向けのＤＶＤを作成しました。（区） 

③認知症の方が参加できるサロンの運営が継続できるよう、オンラインでの運営支援を行いました。（地域ケ

アプラザ）

④子ども食堂や多世代交流サロンの立上げにあたって、地域ケアプラザを中心に区内の類似取組事例の紹介や

運営に係る助成金申請の助言などの支援を行いました。（区社協、地域ケアプラザ） 

（２）地域活動団体の交流促進、ネットワーク強化への支援 

①中山駅周辺エリア（新治中部・三保・山下地区）の「子育て支援連絡会」及び「要保護児童対策地域協議会

実務者会議地区別連絡会」を合同開催し、コロナ禍の各団体の活動

状況や課題について共有しました。また、子育て支援交流会もオン

ラインにて開催しました。（区）

②地区内の居場所・サロン等の活動団体にアンケートを実施した結

果、お互いの活動内容を知りたい、活動の疑問や悩みを共有したい、

との要望に応えるため、連絡会を開催しました。（地域ケアプラザ） 

③コロナ禍で施設利用登録団体の交流会が開催できなかったため、

オンラインによる団体の発表会や作品展示会を実施するなどで交

流の機会をつくりました。（地域ケアプラザ） 

（３）自治会加入促進の取組による自治会運営支援 

不動産事業者から自治会加入申込書を 50 件受領し、自治会加入につなげることができました。申込に係る

実績が顕著な事業者に対して表彰を実施しました。（区） 

＜次年度以降に向けた課題等＞ 

コロナ禍での運営に苦労している団体に対して、感染拡大予防策について周知することはもちろん、運営に

あたっての工夫について啓発することが必要です。 

コロナ禍で多くの団体が一同に会した交流を促すことが難しい状況が続いていますが、分散しての対面開催

やオンライン開催などの工夫をしながら、団体間の交流やノウハウの共有が進むよう取組を進めます。 

＜参考指標＞ 

「活動・交流の場」の新規開設支援件数 

令和２年度 

22件 

令和３年度 

37件 

＜参考指標＞ 

事例の周知 

令和３年度 

区内各元気づくりステーションの通信紙「ミドリンきらきら発表

会」を年４回発行しました。コロナ禍での各ステーションの活動

の工夫等を紹介し、活動の参加者や支援者のモチベーションアッ

プにつなげることができました。（区） 

▲ふらっとホール（山下地区）の様子



第４期緑区地域福祉保健計画「みどりのわ・ささえ愛プラン」令和３年度推進状況報告書 

72 

第 3 章 区域計画 

重点項目Ａ－３ ： 地域の活動及び交流の機会・場づくり 
＜目指す姿＞ 

住民の社会参加の機会の提供や健康づくりが進められるよう、住民同士が身近なところでつながれる機会・

場が確保されています。

＜今年度の振返り＞ 

（１）地域住民の活動の機会・場づくり支援 

①施設の自主事業（※）を通じて、同じ関心・興味を持つ参加者同士のつながりづくりを支援しました。（地域

ケアプラザ）

（※）親子でそば打ち、歴史講座、健康体操、ヨガ、共読講

座など 

②元気づくりステーションについて、コロナ禍でも運営を継

続できるよう支援するとともに、新たに１か所立上げを支援

しました。また、従前活動していた場所がコロナ禍で利用で

きなくなったことを受け、代替として地域ケアプラザでの介

護予防の体操事業を開始し、45 人ほどの登録がありました。

（地域ケアプラザ） 

（２）活動・交流の場としての地域資源の発掘 

①誰もが気軽に立ち寄ることのできる「お散歩カフェ」の立上げ支援を行い、５か所増えました。（計 13か所）

（区社協） 

②コロナ禍で活動の場がなくなったボランティア団体に感染予防対策方法の情報提供を行いました。また活動

の場を提供していただける有料老人ホームとつなげました。（地域ケアプラザ） 

③身近に利用しやすい集合住宅の集会所がコロナ禍で利用不可となっているため、利用再開後の円滑な支援が

できるよう管理事務所との関係づくりを行いました。（地域ケアプラザ） 

（３）活動・交流の場づくりに活用できる各種制度の活用支援 

子ども食堂の立上げにあたり、利用可能な民間の助成制度などの情報提供を行いました。また、ボランティ

ア活動希望者の紹介等のコーディネートを行いました。（区社協）

＜次年度以降に向けた課題等＞ 

 同じ関心・興味を持つ活動参加者同士のつながりづくりを支援することはできましたが、その関係性を発展

させた、新たな「つどいの場」の立上げにつなげることはできませんでした。コロナ禍で参加者同士の関係性

を深めるアプローチがし難いところもありますので、次年度も参加者のニーズを丁寧に確認し、取組を発展さ

せられるよう支援していきます。 

また、コロナ禍の影響で既存の活動場所を利用することが難しくなっているケースがあり、活動を継続でき

る代替策を提案することが必要です。例えば、場の提供が可能な区内の事業者等を発掘し、活動団体とマッチ

ングを行うことなどに取り組みます。

＜参考指標＞ 

住民主体の活動・交流の場の把握数 

令和２・３年度 

605件 

※令和３年８月時点の数値を計上しています。

▲元気づくりステーションの様子
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第 3 章 区域計画 

重点項目Ａ－４ ： 地域活動の情報伝達の工夫 
＜目指す姿＞ 

誰もが必要な情報を手にすることができるよう、専門機関や地域活動団体等が連携した情報伝達の仕組みが

確立されています。 
＜今年度の振返り＞ 

（１）地域活動の広報スキルアップの支援 

①プロボノ事業を活用して、区内の地区社会福祉協議会の活動紹介のリーフレット作成支援を行いました。団

体が広報する上で伝えたいポイントの整理につながるとともに、外部の専門家と連携することは団体を支援す

る上でも有効な方法であると確認できました。（区社協、地域ケアプラザ） 

②地区で発行されている広報紙のデザイン構成のアドバイスを求められた際に、他自治会の広報紙の事例だけ

でなく、高齢者にわかりやすいデザインの仕方をまとめた資料を提供し、広報の充実を支援しました。（地域ケ

アプラザ） 

 

（２）各種広報媒体を活用した地域活動情報の発信 

①地域の方々が中心となって行うサロンや趣味活動の場、日常生活のちょ

っとした困りごとをお手伝いする活動の情報などを検索できるウェブサイ

ト「ヨコハマ地域活動・サービス検索ナビ」を開設しました。また、一部の

地域ケアプラザでは、身近な圏域の地域活動や配食サービスの情報一覧を

紙媒体でも作成・配布しました。（区、地域ケアプラザ） 

②「みどり子育て応援ガイドブック」（こんにちは赤ちゃん訪問、窓口等で

配布）やホームページ「みどりっこひろば」とメールマガジン（毎月１回配

信）で各団体の子育てサロンやイベント等の子育て情報を発信しました。

（区） 

③広報紙やホームページのブログ、Twitter、Facebookページにて、地域活

動の紹介や活動に参加した際の様子の報告などにより、活動の広報支援を

しました。（地域ケアプラザ） 

 

（３）企業等と連携した地域活動情報の発信 

地域活動の紹介記事を掲載した広報紙をＪＲ駅や郵便局、商店街、医療機関、近隣施設などに配架するなど

して、広報支援をしました。（区社協、地域ケアプラザ） 

＜次年度以降に向けた課題等＞ 

 次年度以降、今年度企画・実施できなかった「地域活動団体の広報スキルアップのための研修」などに取り

組んでいくことが必要です。また、地域活動情報の広報の支援方策として、広報紙の配架協力者（企業や商店

等の事業者等）を増やすことや、広報媒体の多様化（SNSや YouTubeなどの活用）、アクセス向上（２次元コー

ドの活用）にも取り組んでいきます。 
＜参考指標＞ 

地域情報発信の仕組みづくり 

令和３年度 

企業などをはじめとした様々な主体との連携や SNS をはじめと

した様々な媒体の活用が進み、地域（活動）の情報を発信する仕

組みづくりの足掛かりをつくることができました。（区、区社協、

地域ケアプラザ） 
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第 3 章 区域計画 

重点項目Ａ－５ ： 地域における見守り体制の充実 
＜目指す姿＞ 

支援が必要な人が早期に発見され、また、誰に相談しても必要な機関につながる体制づくりが進んでいます。 
＜今年度の振返り＞ 

（１）日常的に行われている地域活動を通じた見守り意識の醸成 

①地区社協会合や地域の見守りに関する検討会にて研修等を実施し、福祉保健活動に限らず、清掃活動等も含

めた身近な地域活動がゆるやかな見守りに資することについて啓発しました。（区社協、区） 

②地域で暮らす高齢者が、介護が必要になっても住み慣れた地域で暮らし続けることができるために、地域の

支え合い（ケア）について、地域住民や医療・福祉関係者等と話し合う区域の会議（区レベル地域ケア会議）

で、独居高齢者の見守りの仕組みについて検討を行いました。（区） 

③基幹相談支援センターと共催している「あおぞらほっと・る～む」でワークショップを取り入れて、障害の

有無に関わらず参加者が楽しく交流することのできる場を設けました。（地域ケアプラザ） 

（２）民生委員・児童委員の見守り活動支援 

①民生委員の活動補助を目的に、各担当地区を明確に区分けしたマップを作製し、全委員に配布しました。（区） 

②見守り活動の中で適切な相談機関につなげられるよう、民生委員とケアマネジャーとの顔合わせを定例で行

いました。地域で困りごとがあったときには臨時で会議を行い、民生委員との連携の場を設けています。（地域

ケアプラザ）

③昨年度半数近い民生委員の入れ替わりもあったこともあり、訪問・見守りに関する課題が民生委員から多く

挙げられました。そこで、改めて見守り訪問の方法に関して学ぶ機会を設けるとともに、既存の見守りガイド

を用いて訪問することの大切さについて理解を深めました。（地域ケアプラザ） 

（３）災害に備えた要援護者支援の取組 

①横浜市災害時要援護者支援事業の啓発を行い、新たに５自治会で名簿提供に係る協定を締結しました。名簿

を提供するにあたっては、日頃の見守り活動に生かす手法についても啓発しました。（区） 

②災害時の助け合い活動が円滑に進められるよう、各家庭の防災ルールを検討することの重要性を啓発するリ

ーフレットの作成を行った地区の活動を支援しました。（区社協） 

＜次年度以降に向けた課題等＞ 

 ゆるやかな見守りの意識醸成にあたって、今年度実施することのできた取組以外にも、様々な機会を捉えて

より多くの住民に見守り意識を醸成していくことが必要です。特に、地域活動団体が主体となることに主眼を

置くのではなく、地域全体での意識醸成という観点で、区内の事業者等との関係づくりについても取り組んで

いくことが求められます。引き続き、それぞれの地域の現状に合った見守り体制の構築が進むよう、取組を支

援していく必要あります。

＜参考指標＞ 

見守りに関する地域住民との会議開催回数 

令和２年度 

110件 

令和３年度 

172件 
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重点項目Ａ－６ ： 多様な主体と連携・協働した地域活動支援 
＜目指す姿＞ 

地域活動団体と社会福祉法人や NPO 法人等が連携して、それぞれの強みを生かしながら、地域の課題に対

して連携・協働する取組が広がっています。

＜今年度の振返り＞ 

（１）社会福祉法人等の地域貢献活動支援 

①多世代交流サロンを企画するにあたって、社会福祉法人が運営する施設を会場とすることに着眼し、地域と

社会福祉法人をコーディネートしてサロンの実現に至りました。週１回、無償でスペースの提供を受けており、

地区内から世代を越えた参加者が訪れています。（地域ケアプラザ） 

②NPO法人によるＩＣＴ活用講座（※）について、国の補助金

を活用し、自治会が協力して開催しました。（区） 

（※）講座メニュー：スマホの使い方、マイナンバーカード 

参加者：４自治会 のべ 142名 

③区内の買物困難者の課題に対して、株式会社ダイエーによる

移動販売の実施を実現しました。具体的には、自治会などと協

議し、ニーズの高いエリアでの実施に向けて調整し、12か所で

の販売を開始しました。（区、区社協、地域ケアプラザ） 

④災害時の避難場所確保のニーズのあった地域に対して、近隣の株式会社村田製作所の施設内のスペースを提

供することについて調整を進めました。その他、次年度以降に地域行事にて、子ども向けロボット体験会を提

供することについても調整し、地域活動のさらなる充実に寄与しました。（区社協） 

⑤元気づくりステーションの立上げ・運営にあたって、介護予防により効果的な活動となるよう、昭和大学理

学療法学科准教授と連携して体操のアドバイスをもらいました。（地域ケアプラザ） 

（２）地域の事業者等との連携による見守り体制の拡充 

地域で見守り活動に協力している新聞販売店や介護事業所などとの連絡会を企画・開催して、地域と事業者

との関係性を維持・継続できるよう支援しました。（地域ケアプラザ、区） 

＜次年度以降に向けた課題等＞ 

 区内でも、様々な場面で企業や事業者等との連携事例が見られるようになりました。引き続き、様々な場面

で連携が進むよう、好事例の共有や地域とのコーディネートの仕組みづくりなどを実施していく必要がありま

す。特に、社会福祉法人については、以前に実施したアンケートの結果を踏まえて、社会福祉法人の地域貢献

活動と地域の活動をコーディネートができるような仕組みづくりについて、より具体的な検討をしていく必要

があります。

＜参考指標＞ 

多様な主体と連携した地域活動支援件数 

令和２年度 

39件 

令和３年度 

36件 

▲移動販売の様子



第４期緑区地域福祉保健計画「みどりのわ・ささえ愛プラン」令和３年度推進状況報告書 

76 

第 3 章 区域計画 

区域全体での取組（重点項目Ｂ） 

重点項目 B－１ ： データを活用した施策推進 
＜目指す姿＞ 

地域課題の解決に向けて必要なデータが整理されており、そのデータが地域活動の支援に活用されています。

＜今年度の振返り＞ 

（１）データ等を活用した地域情報の把握・分析と共有化 

①地区別計画支援チーム会議において、各事業の相談件数等や、地区担当の個別・地域支援を通して把握して

いる現状・課題について共有しました。例えば、母子関連基礎データについては経年的な傾向がわかるように

工夫しました。（区社協、区） 

②生活困窮に関する現状について、地区の活動者がより一層関心を引くよう、区社協の連合自治会分科会等の

会議において、生活福祉資金特例貸付申請の地区別実績等の説明を行いました（区社協） 

③地区の健康課題の把握のため、協力医等の助言を踏

まえフレイルに関する住民アンケートを開始しまし

た。その結果、「外出しないが、家で運動している」、

「たんぱく質摂取ができていない」等の回答がありま

した。回答結果を踏まえて、１月から始まる口腔ケア

や栄養に関する講座の内容に反映しました。（地域ケ

アプラザ）

④一つの単位自治会エリアの住民に生活・介護予防に関するアンケート調査を行い、その結果について、グラ

フ化して視覚的にわかりやすく自治会に説明をしました。その結果、教養講座を望む声が多くあり、地域の方

に講師を依頼して、「知っておきたい薬の話」の連続講座を開催し、地域の方の活躍の場の創出にもつながりま

した。（地域ケアプラザ） 

＜次年度以降に向けた課題等＞ 

 今年度整理したデータの継続した更新だけでなく、それ以外のデータについても収集・分析していくことは

地域アセスメントを進める上では重要です。また、今年度、データ等を共有した地域活動団体だけではなく、

他の団体にも共有する機会を設けることに取り組む必要があります。特に、次年度は緑区地区別暮らしのデー

タ集の更新に取り組みます。

今後は、更新したデータを踏まえて地域情報の分析及び共有が進められるよう取り組んでいくとともに、デ

ータを活用して、地域支援や施策展開を進められる人材の育成を進めていきます。

＜参考指標＞ 

データ活用会議実施回数 

令和２年度 

90件 

令和３年度 

65件 

▲口腔ケア講座の様子
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重点項目 B－２ ： 課題解決に取り組む推進体制づくり 
＜目指す姿＞ 

専門機関が地域活動団体と連携し、分野を越えて課題解決に取り組むネットワークが構築されています。

＜今年度の振返り＞ 

（１）多様な機関及び地域活動団体間のネットワーク強化 

①地域ケア会議を開催し、困難を抱える高齢者への支援事例の検討を通して、民生委員・児童委員や自治会長

などの地域活動団体と医療・福祉関係者とのつながりを深めました。（区、地域ケアプラザ） 

②緑区地域自立支援協議会全体会及び各種部会等を開催し、区、基幹相談支援センター、生活支援センターに

よる障害児・者対応の共有、検討を行うことで、連携した支援を進めることができました。また、発達障害者

支援センターや地域ケアプラザも参加する機会を設けることで、障害児・者支援機関のつながりを深めました。

（区、地域ケアプラザ） 

③介護事業所や在宅医療相談室が参加する在宅ケアみどりネットワークを隔月で開催し、医療介護連携に向け

た検討や人材育成のための研修を実施しました。（区） 

④弁護士など法律の専門家と成年後見制度に関わる福祉の関係者が参加する、成年後見サポートネット全体会

１回、専門職会議３回、事務局会議４回、市民後見サポートネット１回を開催しました。（区社協、区） 

⑤障害者の移動に関する相談窓口である移動情報センターの推進会議を、区内障害関係の相談機関や障害者親

の会などが参加し、４回開催しました。（区社協） 

（２）民生委員・児童委員と専門機関との連携支援 

自閉症スペクトラム障害のある青年について、急に道路に

飛び出すなどの行動について地域から心配の声があったた

め、「みんなのケア会議」と題して、当事者の父と民生委員、

基幹相談支援センターが話し合う場を設けました。会議後、

参加者同士のつながりができ、民生委員の中に障害者への見

守りの意識がこれまで以上に醸成されました。さらにその後、

障害の理解を深める「あおぞら勉強会」を開催しました。（詳

細は重点項目Ｂ－３（１）も参照）（地域ケアプラザ） 

（３）保健活動推進員や食生活等改善推進員（ヘルスメイト）等と連携した事業展開 

①高齢者の参加する地域のミニデイの取組において、保健活動推進員による血圧測定を実施しました。（地域

ケアプラザ）

②保健活動推進員と連携して、住民の健康チェックの機会を、地域ケアプラザを会場として月１回実施しまし

た。コロナ禍のため、計測機器の消毒や開催時間の短縮等に留意して実施しました。（地域ケアプラザ） 

③保健活動推進員と共催している健康チェックの取組において、ベジチェックを実施しました。事前に保健活

動推進員と連携して広く周知したため、興味を持って初めて参加する参加者がいました。（地域ケアプラザ） 

＜次年度以降に向けた課題等＞ 

 様々な分野・テーマについて関係機関同士の関係づくりが着実に進められていますので、次年度以降は特に

関係機関と地域活動団体間の関係を深めて、活動団体から関係機関宛てにより多くの相談が寄せられるような

ネットワークを強化していく取組を進めていくことが必要です。

＜参考指標＞ 

ネットワーク構築に資する会議等開催回数

令和２年度 

57件 

令和３年度 

98件 

▲「みんなのケア会議」の様子
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重点項目 B－３ ： 様々な背景を越えた住民相互理解の風土づくり 
＜目指す姿＞ 

様々な立場や背景を越えて人々がお互いに理解し合い、支え合えるような多様性の理解が進んでいます。

＜今年度の振返り＞ 

（１）多様性の理解を深める普及啓発

①小学校で福祉教育「補助犬を知ろう」を実施しました。実際に盲導犬ユーザーと盲導犬を招き、直接お話しをしていただき、具体的に

わかりやすい内容とするとともに、事前学習・事後学習を行うことができるよう提案も行いました。（地域ケアプラザ、区社協） 

②認知症への理解を深めるために、中学校などで認知症サポーター養成講座を開催しました。また、コロナ禍で講座が休止となった地区

では、今後の講座で活用する寸劇の動画を撮影しました。完成した動画は、介護者のつどい等の場で上映し、参加者向けに認知症を抱え

る人への対応方法について啓発しました。（地域ケアプラザ） 

③地域で気になる障害者との関わり方についての勉強会を地域住民向けに「あおぞら勉強会」を基幹相談支援センターと連携して実施

しました。（区社協、地域ケアプラザ） 

④みどりハートフルマーケット開催（14事業所のべ 574回）や障害者週間イベント（12月の３日

間）の機会を捉えて、広く区民を対象に障害理解の促進のために啓発事業を行いました。（区） 

⑤障害理解を深めるため、障害者地域作業所等７事業所と連携して、作業所利用者のアート作品

を展示する展覧会を開催しました。周辺地域に事業所が多く、どのような活動しているのかを広

く住民に知っていただけるよう、事業所による説明などの機会も設けました。（地域ケアプラザ） 

（２）当事者及びその家族同士の交流に係る取組支援・場の提供

①プレパパ・プレママ講座（年 12回、約 570人）や、赤ちゃん教室（区内 14会場で 81回開催、

参加人数 994人）を実施しました。コロナ禍で区内医療機関での両親教室の開催がなく、ニーズが高い状況です。感染拡大予防のため、

グループワーク等での交流は困難な状況ですが、夫婦での話し合いを発表するなどして想いを共有する場を設定しています。（区） 

②施設の自主事業として、高齢者介護の当事者のつどいの場を開催しました。コロナ禍での工夫として、対面による開催が難しい際に

は、「交換日記」で介護者同士の情報交換をしたり、感染リスクの低い屋外で散策企画を実施するなどして、介護者のリフレッシュの機

会を設けました。（地域ケアプラザ） 

③認知症等で外出する機会が減っている方に外出・交流の機会として散策する機会を設けるとともに、認知症と診断された方々が悩み

や希望を語り合う場を設けるなど、「自分一人だけではない」と感じられる機会としました。（地域ケアプラザ） 

（３）誰もが役割を持てる地域活動へのコーディネート

①社会的孤立状態にある方の社会参加の場として、ガーデニング事業を開始しました。支援する・支援されるという立場ではなく、参加

者が植栽を綺麗に整備するという共通目標に向けて、自分の力を発揮することで社会とのつながりを感じられる機会となっています。

（地域ケアプラザ） 

②障害者の交流の場である「あおぞらほっと・る～む」において、近隣の障害者施設の鉄道クラブに所属する障害者にボランティアとし

て参加していただきました。サロン内で展示物の設置や解説などの役割を持つことで、活動に意欲的に携わっていただきました。（地域

ケアプラザ）

＜次年度以降に向けた課題等＞ 

 多様性の理解を深める啓発について、様々な取組を行いました。次年度以降は、緑区国際交流ラウンジと連携して外国人への理解が深

められるよう、取組の検討を進めていくことも必要です。次年度以降は困難を抱える人の支援を関係機関と連携して行い、それぞれの人

が役割を発揮できるようなコーディネートができるように支援を進めます。特にひきこもりなどの社会的孤立状態にある人への支援に

ついて、取組を検討していきます。 

＜参考指標＞ 

多様性理解啓発の取組実施回数 

令和２年度 

33件 

令和３年度 

52件 

▲プレパパ・プレママ講座の様子
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重点項目 B－４ ： 身近な地域で支援が届く仕組みづくり 
＜目指す姿＞ 

区民にそれぞれの支援機関の役割・機能が理解され、支援を必要とする人が適切な支援機関につながってい

ます。また、必要な情報を身近なところで得られる機会が提供されています。 

＜今年度の振返り＞ 

（１）相談機関の周知 

①子育てサポートシステムやもの忘れ検診など、特定のニーズについての情報を特集として広報よこはまに掲

載して、関係機関の周知を行いました。（区） 

②地域ケアプラザが身近な相談機関であることを広く周知するために、広報紙やホームページ、LINE公式アカ

ウントなどを通じて広報に取り組みました。また、多くの方が相談に訪れていただけるよう、地域の事業所と

連携した講座や自治会定例会など様々な機会をとらえて地域ケアプラザの役割について周知を行いました。

（地域ケアプラザ） 

（２）すべての人の権利擁護を進めるための取組 

①広報よこはまでエンディングノートの特集を掲載するとともに、普及啓発リーフレットを作成しました。自

分自身や家族のこと、これまでの人生の出来事を振り返りながら記入することで、これからやってみたいこと

に気づいたり、これからの人生を考えるきっかけになることを周知できました。また、講座や行事、地域活動

など様々な機会を捉えてエンディングノート活用講座を開催しました。ヒアリングを通して男性のエンディン

グノート講座のニーズが高い地区では新たに講座を実施しました。（区、地域ケアプラザ等） 

②障害者後見的支援制度において、地域での見守り役となる「あんしんキーパー」の発掘・登録の支援を、緑

区障がい者後見的支援室「みどりのこかげ」と連携して実施しました。具体的には、地区の民生委員等に働き

かけ、キーパーの役割についてはもちろん、キーパーを必要としている方の状況等を説明することで、制度に

ついての理解を深めました。 

③児童虐待防止推進月間に合わせて、広報よこはまで児童虐待防止の啓発・相談先の周知をしました。また、

関係部署・機関の理解・対応スキルを高めるために、通告対応等に関する研修を行いました。（計６回、150名

参加)また、ケアマネジャー連絡会と連携して、高齢者虐待に関する研修を開催しました。（区、地域ケアプラ

ザ） 

（３）社会的支援が必要な人への支援 

①生活困窮者自立支援制度及び食支援の取組の広報媒体として手軽なグッズとしてメモ帳を作成・配布しまし

た。また、家計講座を地域のケアマネジャー及び地域区民向けに実施し、制度の周知をしました。（区、地域ケ

アプラザ）

②寄り添い型生活支援事業には、12名（令和４年３月末現在）が利用登録し、そのうち大半の利用者が継続し

て利用しています。受託法人と相談して、児童の送迎などの個別ニーズにも対応するなど適切な支援ができて

います。（区） 

③フードドライブ及び食品配分会、サニタリードライブ（生理の貧困）の取組を区内公共施設と連携して実施

しました。広報にあたっては、ホームページや広報紙だけでなく、近隣の学校へ説明パンフレット設置を依頼

しました。（区社協、区、地域ケアプラザ） 
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（４）子どもから高齢者までのライフステージに合わせた健康づくり 

保健活動推進員と協働で「健康チェック」を行いました。メニューとして「ベジチェック」を新たに追加す

ることで、幅広い年齢層への健康意識向上につながりました。（地域ケアプラザ） 

（５）育児不安の軽減 

①こども家庭支援相談において保健師や学校カウンセラー等が電話や面接等で対応するとともに、地域子育て

支援拠点での利用者支援事業や身近な地域での子育て支援者事業（週１回・10会場）において子育て相談を実

施しました。相談者の相談ニーズに対応するとともに、必要に応じて継続支援を行ったり、他職種や関係機関

にコーディネートするなど連携しました。（区） 

②感染症拡大のため対面での子育て支援事業を行うことができない場

合でも、Zoom で参加者が交流をしたり、工作キットを事前に渡して作

成するなど、コミュニケーションの機会を維持しました。（地域ケアプ

ラザ）

＜次年度以降に向けた課題等＞ 

今年度はコロナ禍で人が多く集まる事業などを通じて制度周知などを行うことが難しかったため、次年度以

降は引き続き、コロナ禍でも啓発する機会を設けることが必要です。あわせて、単に制度を周知するだけでは

なく、「身近なところで困っている人がいる」「誰の身にも起こること」など、様々な困りごとを自分事として

捉えられるような啓発を行うことに取り組みます。また、制度の狭間の課題に対応するため、関係者や関係機

関がより連携して、円滑に支援が行えるよう、ネットワークの強化がより一層進めていきます。

＜参考指標＞ 

成年後見制度に係る相談支援件数 

令和２年度 

80件（※） 

令和３年度 

155件 

＜参考指標＞ 

生活困窮者自立支援に係る相談しやすい体

制や風土づくりの取組 

制度及び食支援の周知として、メモ帳を作成・配布しました。ま

た、支援機関が集まるセーフティネット会議を２回実施（第１回 

31名、第２回 40名）し、支援機関のネットワークの維持を図り

ました。また、家計講座を支援者及び区民向けに２回実施し、広

く制度を周知しました。（区、区社協） 

（※）令和２年 10月～令和３年３月までの実績 

▲オンラインを活用した子育て支援事業の様子
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重点項目 B－５ ： 多様な主体と連携・協働した施策推進 
＜目指す姿＞ 

企業・大学等と連携し、区域の課題・ニーズに対してそれぞれの強みを生かした取組が進められています。

＜今年度の振返り＞ 

（１）企業や大学等と連携した事業の展開 

①東洋英和女学院大学と連携し、清掃活動「みどりサンタプロジェクト」に、より年齢の近い大学生が参加す

ることで、子どもたちも楽しみながら清掃活動に取り組みました。（区） 

②子どものまちづくりイベント「Mini Mini Midori」の開催にあたって、東洋英和女学院大学・一般社団法人

フラットガーデンによる運営ボランティアとしての協力のほか、株式会社村田製作所による電子工作教室の実

施、株式会社横浜銀行中山支店・株式会社良品計画 MUJI ビーンズ中山によるイベントで使用する物品の提供

など区内の大学・企業と連携しました。（区） 

③生活困窮者の支援取組として、企業や個人等からの寄付金品の受入れを行い、区社協食支援事業やサニタリ

ードライブの資源として活用しました。（区社協） 

④ひとり親家庭世帯の食支援の取組として、「ぺこぺこチケット」を協力店舗に配布しました。（協力店舗：９

か所）（区社協） 

⑤新型コロナウイルスの影響で開催には至っていないものの、有料老人ホームでの「認知症カフェ」の立上げ・

運営支援をしています。（地域ケアプラザ） 

（２）企業等と連携した情報の発信 

①横浜市との連携協定を踏まえて、郵便局との連携について協議しました。その結果、地域ケアプラザと連携

できることについて検討し、地域ケアプラザの広報紙を配架するなど情報発信の協力をいただきました。（地

域ケアプラザ） 

②商店街やＪＲ駅に広報紙の配架を依頼しました。（地域ケアプラザ、区社協）

③クリニックへ自主事業のチラシ配架の協力を依頼しました。（地域ケアプラザ）

（３）社会福祉法人所管施設と連携した福祉避難所の運営のための取組 

山下地域ケアプラザと新たに福祉避難所運営に関する協定を締結しました。（令和３年７月） 

また、福祉避難所連絡会を開催し、令和３年５月の災害対策基本法の改正（個別避難計画及び指定福祉避難

所）についての情報提供及び意見交換を実施しました。（令和４年１月）（区） 

＜次年度以降に向けた課題等＞ 

今年度は新たに企業や大学との連携取組を拡げることができました。次年度以降にさらに発展的な取組がで

きる可能性を模索していきます。あわせて、他にも地域貢献に意欲のある企業等の協力を得て、区域での施策

を推進できるように進めます。また、社会福祉法人の地域貢献についても、新たな取組が進むよう、コーディ

ネートの仕組みづくりなど、支援の方策を検討していきます。

一方、情報発信にあたっては今年度から新たに協力事業者が増えていますが、引き続き区民が多く訪れる場

での効果的な広報に取り組む必要があります。

＜参考指標＞ 

事業展開事例 

簡単に野菜摂取量について測定することのできる「ベジチェッ

ク」測定会を株式会社カゴメの協力を得て実施しました。測定会

では保健活動推進員や食生活等改善推進員と連携して、区役所来

庁者に広く健康づくり意識の醸成を行いました。（区） 
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参考 

緑区内の地域ケアプラザ 

誰もが住み慣れたまちで、安心して暮らせる地域をつくっていくための拠点として、地域の福祉・ 

保健活動を支援し、福祉・保健サービス等を身近な場所で総合的に提供する施設です。

 0021 
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